
議

案

第

三

十

八

号 

 
 

 

港

区

個

人

情

報

保

護

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

六

月

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

個

人

情

報

保

護

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

港

区

個

人

情

報

保

護

条

例

（

平

成

四

年

港

区

条

例

第

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

第

二

条

第

一

号

中

「

磁

気

テ

ー

プ

」

を

「

電

磁

的

記

録

媒

体

（

電

子

的

方

式

、

磁

気

的

方

式

そ

の

他

人

の

知 

覚

に

よ

っ

て

は

認

識

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

方

式

で

作

ら

れ

る

記

録

で

あ

っ

て

電

子

計

算

機

（

汎

用

電

子

計

算 

機

及

び

こ

れ

に

類

す

る

機

能

を

有

す

る

機

器

で

区

規

則

で

定

め

る

も

の

を

い

う

。

第

二

十

条

及

び

第

二

十

一

条 

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

よ

る

情

報

処

理

の

用

に

供

さ

れ

る

も

の

に

係

る

記

録

媒

体

を

い

う

。

）

」

に

改

め

、

同 

条

第

四

号

中

「

及

び

地

方

公

共

団

体

」

を

「

、

独

立

行

政

法

人

等

（

独

立

行

政

法

人

等

の

保

有

す

る

個

人

情

報 

の

保

護

に

関

す

る

法

律

（

平

成

十

五

年

法

律

第

五

十

九

号

）

第

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

独

立

行

政

法

人

等

を 

い

う

。

）

、

地

方

公

共

団

体

及

び

地

方

独

立

行

政

法

人

（

地

方

独

立

行

政

法

人

法

（

平

成

十

五

年

法

律

第

百

十 

八

号

）

第

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

地

方

独

立

行

政

法

人

を

い

う

。

）

」

に

改

め

る

。 



 

第

六

条

中

「

保

護

制

度

」

の

下

に

「

及

び

港

区

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に

特

定

個

人

情

報

の

保

護

及

び

提

供 
に

関

す

る

条

例

（

平

成

二

十

七

年

港

区

条

例

第 
 

 

号

。

以

下

「

特

定

個

人

情

報

保

護

条

例

」

と

い

う

。

） 

に

よ

る

特

定

個

人

情

報

（

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法 

律

（

平

成

二

十

五

年

法

律

第

二

十

七

号

）

第

二

条

第

八

項

に

規

定

す

る

特

定

個

人

情

報

を

い

う

。

第

三

十

七

条 

の

二

に

お

い

て

同

じ

。

）

の

保

護

制

度

」

を

加

え

る

。 

 

第

七

条

第

一

項

第

一

号

中

「

第

三

十

五

条

第

二

項

の

規

定

」

の

下

に

「

並

び

に

特

定

個

人

情

報

保

護

条

例

第 

七

条

第

二

項

本

文

、

第

九

条

第

一

項

及

び

第

十

七

条

第

三

項

第

六

号

の

規

定

」

を

加

え

、

同

項

第

二

号

中

「

第 

二

十

二

条

の

二

第

二

項

の

規

定

」

の

下

に

「

並

び

に

特

定

個

人

情

報

保

護

条

例

第

六

条

第

三

項

、

第

七

条

第

五 

項

、

第

十

三

条

第

三

項

（

第

十

五

条

第

二

項

の

規

定

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

及

び

第

十

八

条

第 

二

項

の

規

定

」

を

加

え

る

。 

 

第

十

五

条

中

「

同

じ

。

）

に

」

の

下

に

「

区

の

」

を

、

「

限

る

。

」

の

下

に

「

以

下

同

じ

。

」

を

加

え

、

同 

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

２ 

実

施

機

関

は

、

委

託

し

、

又

は

管

理

を

行

わ

せ

る

業

務

に

お

い

て

取

り

扱

う

個

人

情

報

の

安

全

管

理

が

図 

ら

れ

る

よ

う

、

当

該

委

託

を

受

け

た

も

の

又

は

指

定

管

理

者

に

対

す

る

必

要

か

つ

適

切

な

監

督

を

行

わ

な

け 

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

第

十

五

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。 

（

再

委

託

） 



第

十

五

条

の

二 

業

務

の

委

託

を

受

け

た

も

の

（

以

下

「

受

託

者

」

と

い

う

。

）

又

は

区

の

公

の

施

設

の

管

理 

 
を

行

う

指

定

管

理

者

は

、

実

施

機

関

の

許

諾

を

得

た

場

合

に

限

り

、

当

該

業

務

の

再

委

託

（

指

定

管

理

者

に 

 

あ

っ

て

は

、

委

託

）

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 

第

十

六

条

第

一

項

中

「

実

施

機

関

か

ら

業

務

の

委

託

を

受

け

た

も

の

（

以

下

「

受

託

者

」

と

い

う

。

）

」

を 

「

受

託

者

」

に

、

「

指

定

管

理

者

」

を

「

管

理

を

行

う

指

定

管

理

者

」

に

、

「

き

損

」

を

「

毀

損

」

に

改

め

、 

同

条

第

二

項

中

「

指

定

管

理

者

」

を

「

管

理

を

行

う

指

定

管

理

者

」

に

改

め

る

。 

 

第

二

十

条

中

「

（

汎

用

電

子

計

算

機

及

び

こ

れ

に

類

す

る

機

能

を

有

す

る

機

器

で

区

規

則

で

定

め

る

も

の

を 

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

」

を

削

る

。 

 

第

二

十

一

条

第

一

項

た

だ

し

書

中

「

と

き

」

の

下

に

「

又

は

法

令

等

の

定

め

が

あ

る

と

き

」

を

加

え

る

。 

 

第

三

十

条

中

「

速

や

か

に

」

の

下

に

「

港

区

情

報

公

開

・

個

人

情

報

保

護

審

査

会

条

例

（

平

成

四

年

港

区

条 

例

第

三

号

）

第

一

条

に

規

定

す

る

」

を

加

え

る

。 

 

第

三

十

一

条

に

次

の

二

項

を

加

え

る

。 

２ 

前

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

写

し

の

交

付

に

要

す

る

費

用

は

、

区

規

則

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

徴

収

す 

る

。 

３ 

第

一

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

写

し

の

交

付

に

要

す

る

費

用

は

、

生

活

保

護

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第 

百

四

十

四

号

）

に

よ

り

保

護

を

受

け

る

者

か

ら

請

求

が

あ

る

と

き

そ

の

他

区

長

が

特

別

の

理

由

が

あ

る

と

認 

め

る

と

き

は

、

こ

れ

を

減

額

し

、

又

は

免

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 は

ん 



 

第

三

十

七

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。 
（

適

用

除

外

等

） 

第

三

十

七

条

の

二 

特

定

個

人

情

報

に

つ

い

て

は

、

こ

の

条

例

（

第

二

章

及

び

第

六

章

を

除

く

。

）

の

規

定

は

、 

適

用

し

な

い

。 

２ 

実

施

機

関

に

お

け

る

特

定

個

人

情

報

の

取

扱

い

及

び

実

施

機

関

が

保

有

す

る

自

己

に

関

す

る

特

定

個

人

情 

報

の

開

示

、

訂

正

、

削

除

等

の

請

求

に

係

る

事

項

に

つ

い

て

は

、

別

に

条

例

で

定

め

る

。 

 
 

 

付 

則 

 

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

七

年

十

月

五

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

十

五

条

に

一

項

を

加

え

る

改

正

規 

定

、

第

十

五

条

の

次

に

一

条

を

加

え

る

改

正

規

定

及

び

第

十

六

条

第

一

項

の

改

正

規

定

（

「

実

施

機

関

か

ら

業 

務

の

委

託

を

受

け

た

も

の

（

以

下

「

受

託

者

」

と

い

う

。

）

」

を

「

受

託

者

」

に

改

め

る

部

分

に

限

る

。

）

は

、 

平

成

二

十

八

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

（

説 

明

） 

 

港

区

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に

特

定

個

人

情

報

の

保

護

及

び

提

供

に

関

す

る

条

例

を

制

定

す

る

こ

と

に

伴

い

、 

規

定

を

整

備

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 


